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白井作の取組の検討経緯 スライド2

佐倉里山自然公園
グリーンインフラアクションプランの作成（佐倉市）
・白井作を田んぼダムとしての活用が位置づけ

佐倉市×健全化会議（流域治水部会）として
連携した取組実施の相談

現地視察会の実施（2024/11/21）

取組スタート
（あらゆる関係の連携による取組の実施）

▼白井作谷津（2024年11月）

今後の取組（案）を議論（2025/1/22流域治水部会)

佐倉里山自然公園
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白井作による取組内容と目的（案）
✦ 谷津による雨水貯留
現状、雨水排水管を経由して、河川へ直接放流されている雨水排水
を、谷津に引き込み、一時的に貯留することで、雨水をゆっくり排水する
とともに、谷津を湿地化や池造成などをすることにより、生物多様性や
水質浄化の機能を向上させる。

✦ 集水域での雨水浸透対策（雨庭等）の実施
谷津の取組だけとせずに、集水域による雨水流出抑制の取組
（例：雨庭整備等、雨水浸透対策）を実施することで、雨水流出
抑制や湧水量の増加を狙う。

✦ 関係者協働の取組実施
健全化会議が推進役として、あらゆる関係者の連携・協働による取組
事例として実行する。

取組効果の検証・見える化を行い、結果を広報することで、取り組みや
連携・協働の仕組みを流域に展開する。

スライド4



取組内容（案）：現状 スライド5

出典：GEOSPACE

IVUSAの森

現在、雨水排水は、谷津には流
入せずに、側溝や暗渠排水管を
経て手繰川へ直接放流されている

暗渠配管で谷津
の脇を流している

手繰川への接続の様子



取組内容（案） スライド6

出典：GEOSPACE

③雨水浸透対策
（雨庭等）

・東邦大学佐倉病院等と協
議により、雨庭等を整備

②昔の畔の補修・池の
整備等
・昔の畔を活用し、畔を
補修することで水が貯
まりやすい構造にする。
・池をつくり生物の生息
場を創出

池
畔

畔

畔

畔

①雨水管の改良・雨水導入
・谷津が満水になって流出する
雨水はもとの雨水管に戻して
排水できるような構造とする

池

①雨水管の改良・雨水導入
・集水マスを改良して、谷津
へ雨水を引き込む

④集水域調査と雨水
浸透対策（雨庭
等）の整備

・白井作へ流入する
集水域を調査し、雨
庭の整備等を関係
者と協議

IVUSAの森

暗渠排水で流していた雨水を谷津に引き込むことで、一時的に貯留し、流出を抑制する
合せて、谷津の中で生物多様性の向上につながるような整備や、台地上の雨水浸透対策等を実施する



効果検証について（案）
取組による効果検証をあらゆる主体による連携によって行い、その効果を広報するこ
とで、白井作での取組モデルを流域へ展開することを目指す

【効果検証項目と検証方法（案）】
✦ 流出抑制効果

 現地観測と流出シミュレーションにより効果検証を実施
 現地観測：流量観測（谷津への流入量、流出量）を行い、河川への流出抑制効果
を検証

 流出シミュレーション：現地観測結果を踏まえて、下流の水害リスクが高いエリアへの影
響を検証

 見える化：３Dモデル化を行い、取組内容や効果検証結果を可視化

✦ その他機能の効果
 水質浄化機能

 流入部と流出部での水質（窒素、りん）を測定し、谷津での脱窒効果や流出抑制による水質へ
の影響を検証

 生物多様性機能
 生物調査（植生、底生動物等）を行い、谷津を湿地化、池造成等による生物への影響を検証
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効果検証について、流域治水部会で議論
関係者全員で協力していく方向性を確認



活動スタート予定
学生ボランティア団体IVUSAと国立環境研究所協働による活動がすでに開始！
✦ 活動実施日

 2025(R7)年2月26日～28日
✦ 活動内容

 『景観向上のための竹藪の伐採』と
 『谷津の中で生物多様性を向上させるための湿地整備』を開始
 国立環境研究所（西廣委員の研究チーム）により、湿地整備の意義と実施方法を

IVUSAが学び、湿地整備を実施。今後生物相の変化等を一緒に観察していく予定
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伐採前の竹藪 伐採後（景観が向上）

湿地を再生
楽しく遊びながら作業を実施
生物多様性の向上を期待！



終わりに・・・
✦ 小さなきっかけが取組の実施に広がった
 グリーンインフラアクションプランに『田んぼダム』と記載したことがきっかけ
流域治水部会として田んぼダムやグリーンインフラの取組推進をしていた
健全化会議の事務局がこれに気がつき、議論がスタート

 その後、流域治水部会としての取組となり、すでにIVUSAや国立環境
研究所の活動がスタート

✦ 今後の期待
佐倉市単独では、できない取組が展開される可能性に期待
特に、効果測定や結果の見える化、さらにはその情報発信・広報などを
流域治水部会の委員、メンバー、事務局と協働できることは大きな成果
につながる可能性がある
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